
年

廃止　　　　 

※決算

　

額については、端数処

８

理により、他資料の決

月

算額と差異が生じてい

　

る場合もあります。

５日

概 施策名 子育て 基本

No. 事務事業

目

名 活動内容 コスト（事

標

業費：千円）

特別保育

健

委託事業 令和　２年度

康

令和　３年度 令和　３

で

年度 令和　４年度 令和

福

　２年度 令和　３年度

祉

令和　３年度 令和　４

が

年度
活動指標名 単位

実

充

績 計画 実績 計画 決算 当

実

初予算 決算 当初予算
全

し

体事業概要
①

必要に対

た

する充足率 % 100 1

ま

00 100
病児保育事

ち

業の実施可能な体制を

要

整えている診療所や
保

施

育所に対し、病児保育

策

事業の業務委託を行い

の

実施す 0 38,402

目

30,274 37,6

的

69
る。

②

令和　５年

安

度の優先度

③2 　□ 

心

Ａ　　　 □ Ｂ　　

し

　 □ Ｃ　　　 □

て

 Ｄ　

新型コロナウイ

出

ルス感染症の流行によ

産

り、令和２年度と比較

や

し利用者数は増加した

育

が、令和元年度以前と

児

比較す
■ 計画どおり

が

   
令和　３年度 る

で

と利用者数は減少して

き

いる状況にある。利用

る

者数と比較し、提供可

環

能量は十分に充足して

境

いる。
□ 遅延   

と

      
の評価

□

、

 進展なし     

子

■ 維持　□ 拡大 引

も

き続き十分な提供可能

親

量の確保に努める。
事

も

業区分 □ 自治事務 

地

  □ 法定受託  

域

 □ その他
今後の方

で

向性 □ 縮小　□ 改

と

善
（改善措置等）□ 

も

休止　□ 終了
計画対

に

象 ■ 実施計画査定対

育

象  □ 行政改革対

つ

象 
□ 廃止　　　　

環

 

境をつくること。

施策の方向 子どもの健やかな育ちへの支援

保育園へのICT機器導入、保育士等の処遇改善への対応を進めることができた。
□ 計画どおり   

令和　３年度
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

□ 維持　　　　 今後も、働きやすい労働環境の改善やICTの活用による業務の効率化を進めることで、保育環境の充実を図る。

今後の方向性 ■ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

国・県支出金を伴う事業費補助金（子ども保育課） 令和　２年度 令

1

和　３年度 令和　３年

頁

度 令和　４年度 令和　

令

２年度 令和　３年度 令

和

和　３年度 令和　４年

 

度
活動指標名 単位

実績

3

計画 実績 計画 決算 当初

年

予算 決算 当初予算
全体

度

事業概要
①

待機児童数

　

人 3 1 3
待機児童解消

　

を図るため、民間事業

事

者が行う保育施設
の整

務

備に係る費用の一部を

事

補助する。 0 85,9

業

08 82,512 0

②

評

令和　５年度の優先度

価

③1 　□ Ａ　　　 

表

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

（

　　　 □ Ｄ　

特別

個

な配慮が必要な子に対

票

し、保育士不足による

）

受入をすることができ

課

なかったが、小規模保

名

育事業所の開所に
■ 

社

計画どおり   
令和

会

　３年度 により、待機

福

児童数は計画値より少

祉

なかった。
□ 遅延 

部

        
の評

・

価
□ 進展なし   

福

  

■ 維持　□ 拡

祉

大 待機児童は引き続き

事

発生している状況では

務

あるが、一方で少子化

所

による出生数の減少に

子

伴い、今後入園児童数

ど

の
事業区分 □ 自治事

も

務   □ 法定受託

保

   □ その他
今後

育

の方向性 □ 縮小　□

課

 改善 減少が見込まれ

作

る。そのため、今後の

成

施設整備について検討

日

を進めていく。
（改善

令

措置等）□ 休止　□

和

 終了
計画対象 ■ 実

　

施計画査定対象  □

４

 行政改革対象 
□ 



年

決算額については、端

　

数処理により、他資料

８

の決算額と差異が生じ

月

ている場合もあります

　

。

５日

概 施策名 子育て 基

No. 事務

本

事業名 活動内容 コスト

目

（事業費：千円）

市単

標

独事業費補助金 令和　

健

２年度 令和　３年度 令

康

和　３年度 令和　４年

で

度 令和　２年度 令和　

福

３年度 令和　３年度 令

祉

和　４年度
活動指標名

が

単位
実績 計画 実績 計画

充

決算 当初予算 決算 当初

実

予算
全体事業概要

①
必

し

要に対する充足率 % 1

た

00 100 100
民間

ま

保育所等が実施する保

ち

育の充実に資する事業

要

に対
し、市独自に補助

施

を行う。 0 104,3

策

26 100,830 1

の

03,838

②

令和　

目

５年度の優先度

③4 　

的

□ Ａ　　　 □ Ｂ

安

　　　 □ Ｃ　　　

心

 □ Ｄ　

市独自の補

し

助金により、民間保育

て

所等の運営の充実を図

出

り、職員及び園児の処

産

遇の向上を図った。
■

や

 計画どおり   
令

育

和　３年度
□ 遅延 

児

        
の評

が

価
□ 進展なし   

で

  

■ 維持　□ 拡

き

大 民間保育所等の運営

る

の充実を図るため、引

環

き続き事業を実施して

境

いく。
事業区分 □ 自

と

治事務   □ 法定

、

受託   □ その他

子

今後の方向性 □ 縮小

も

　□ 改善
（改善措置

親

等）□ 休止　□ 終

も

了
計画対象 ■ 実施計

地

画査定対象  □ 行

域

政改革対象 
□ 廃止

で

　　　　 

ともに育つ環境をつくること。

施策の方向 子どもの健やかな育ちへの支援

保育園へのICT機器導入、保育士等の処遇改善への対応を進めることができた。
□ 計画どおり   

令和　３年度
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

□ 維持　　　　 今後も、働きやすい労働環境の改善やICTの活用による業務の効率化を進めることで、保育環境の充実を図る。

今後の方向性 ■ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

国・県支出金を伴う事業費補助金 令和　２年度 令和　３年度 令和　

2

３年度 令和　４年度 令

頁

和　２年度 令和　３年

令

度 令和　３年度 令和　

和

４年度
活動指標名 単位

 

実績 計画 実績 計画 決算

3

当初予算 決算 当初予算

年

全体事業概要
①

必要に

度

対する充足率 % 100

　

100 100
民間保育

　

所等が実施する保育事

事

業に対し、国県補助を

務

活用し補助する。 0 1

事

39,144 136,

業

406 142,477

評

②

令和　５年度の優先

価

度

③3 　□ Ａ　　　

表

 □ Ｂ　　　 □ 

（

Ｃ　　　 □ Ｄ　

各

個

保育施設における感染

票

症対策を進めることを

）

目的とする新型コロナ

課

ウイルス感染拡大防止

名

事業費補助金や保育
■

社

 計画どおり   
令

会

和　３年度 士等の賃金

福

向上を図るための保育

祉

士等処遇改善臨時特例

部

補助金により、コロナ

・

禍での保育の継続とと

福

もに保育士
□ 遅延 

祉

        
の評

事

価 の待遇向上を図った

務

。
□ 進展なし   

所

  

■ 維持　□ 拡

子

大 引き続き、国県の交

ど

付金メニューの推移に

も

注視し、保育環境の充

保

実を図ります。
事業区

育

分 □ 自治事務   

課

□ 法定受託   □

作

 その他
今後の方向性

成

□ 縮小　□ 改善
（

日

改善措置等）□ 休止

令

　□ 終了
計画対象 ■

和

 実施計画査定対象 

　

 □ 行政改革対象 

４

□ 廃止　　　　 

※



年

分 □ 自治事務   

　

□ 法定受託   □

８

 その他
今後の方向性

月

□ 縮小　□ 改善 て

　

いくことで、保育士不

５

足を解消していく。
（

日

改善措置等）□ 休止

概

　□ 終了
計画対象 □

施

 実施計画査定対象 

策

 □ 行政改革対象 

名

□ 廃止　　　　 

※

子

決算額については、端

育

数処理により、他資料

て

の決算額と差異が生じ

基

ている場合もあります

本

。

目標 健康で福祉が充実したまち

要 施策の目的 安心して出産や育児ができる環境と、子も親も地域でともに育つ環境をつくること。

施策の方向 子どもの健やかな育ちへの支援

保育園へのICT機器導入、保育士等の処遇改善への対応を進めることができた。
□ 計画どおり   

令和　３年度
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

□ 維持　　　　 今後も、働きやすい労働環境の改善やICTの活用による業務の効率化を進めることで、保育環境の充実を図る。

今後の方向性 ■ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

市立保育園管理運営事業 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令

3

和　４年度 令和　２年

頁

度 令和　３年度 令和　

令

３年度 令和　４年度
活

和

動指標名 単位
実績 計画

 

実績 計画 決算 当初予算

3

決算 当初予算
全体事業

年

概要
①

必要となる保育

度

士数の充 % 85 78 9

　

0
市立保育所6園の管

　

理運営を行い、安心・

事

安全な保育 足率
事業の

務

推進を図る。 0 354

事

,634 307,66

業

0 376,567
また

評

、ICT機器を活用し

価

、保育士の業務負担の

表

軽減及
②び効率化を図

（

るとともに、保育の質

個

の更なる向上に努
める

票

。 令和　５年度の優先

）

度

③5 　□ Ａ　　　

課

 □ Ｂ　　　 □ 

名

Ｃ　　　 □ Ｄ　

保

社

育環境の向上及び保育

会

士の業務負担の軽減に

福

より、保育士数の充足

祉

を図るため、令和3年

部

度はWi-Fiやタブ

・

レッ
□ 計画どおり 

福

  
令和　３年度 トの

祉

購入等の環境整備や保

事

育支援システムの導入

務

を行った。しかし、新

所

型コロナウイルス感染

子

症拡大の影響を受
■ 

ど

遅延        

も

 
の評価 け、導入時期

保

が予定より遅れたため

育

、活動指標の目標値に

課

達しなかった。
□ 進

作

展なし     

□ 

成

維持　■ 拡大 令和4

日

年度以降は導入した保

令

育支援システムの本格

和

稼働を行っていき、保

　

育士の業務負担の軽減

４

や効率化を図っ
事業区


